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幼児教育における環境教育の重要性
　　附属幼稚園でのとりくみから　　
鎌　田　多惠子
１．はじめに
　近年、人間を取り巻く環境の変化は著しく、
私たちに生活の不安をもたらしている。極悪犯
罪の増加、社会経済の異常な落ち込みなど生活
環境の悪化は厳しさを増している。さらに、こ
こ数年危惧されている地球温暖化の影響など自
然環境の汚染や破壊も異常なスピードで広が
り、地球の未来に大きな不安を感じさせる。私
たち人間が自分を取り巻く環境に無関心、人任
せではいられない時になっている。人間誰しも
が豊かな生活を願うとき、地球の自然環境が重
要な意味を持ってくる。心身共に健康な生活の
営みや感性溢れる毎日、そして人と人との心の
通い合いには、太陽が輝き緑溢れる自然の存在
がなくてはならないものである。その重要さに
気付き、特に地球の未来を託す子ども達の成長
を考えるとき、その不安は陰りを濃くしてくる。
　子どもは身近にあるさまざまな環境と具体的
に関わる体験を通して成長発達する。中でも自
然環境との触れ合いは子どもの興味関心を刺激
する多彩な魅力に溢れている。子ども達一人ひ
とりの好奇心や探求心を突き動かし、関わる楽
しさを教え知的欲求を満たしてくれる。そして
その出会いは確かな育ちを促していく。しかし、
地方にもどんどん広がっていく都市化の波は地
球の大事な自然の破壊や減少を進め、自然体験
の少ない親世代の価値観の変化などと相まって
健やかな子どもの成長発達にブレーキを掛けて
いるとも考えられる。
　環境教育の重要性が叫ばれ、一人ひとりの子
どもの豊かな成長を願う時、身近にどのような
環境を用意し整えることが求められるのか。幼
児教育の現場での自然体験を通して探ってみた
い。
２．附属幼稚園での取り組み
　現在、兼務職で園長を努めている附属幼稚園
でのさまざまな体験と取り組みから述べてみた
い。
―附属幼稚園の自然環境について－
　本幼稚園は創立より約35年が経ち、その当時
は田圃や畑に囲まれた農村地帯であったが、時
代の流れの中で盛岡中心部のベッドタウンとし
て住宅化が進み、幼稚園の周辺には新しいタイ
プの家々が建ち並んでいる。
　園舎は創立よりこれまでに成長したいろいろ
な種類の樹木に高く取り囲まれ、心地よい自然
環境に包まれている。園庭としてはあまり広く
ないが雑草が生え、さくらや松、秋にはきれい
に色づく楓が木陰をつくり、隅っこには子ども
達の大好きな砂場があり、水を運び裸足になっ
て遊び込む姿が見られる。園庭のあちこちでは
蟻やダンゴムシを集めたり、草や葉や実を砂遊
びやままごとに使ったりしてそれぞれが楽しん
でいる。また、園庭の一方には「もりもりラン
ド」と呼ばれている小さな森がある。以前は庭
園として作られたものの一部であったが、現在
は園児達の大事な遊び空間となっている。森の
中央には可愛らしい草ハラがあり、たんぽぽな
ど四季折々の草花が咲き、虫採りや草花摘みな
どを楽しむ小さな姿が絶え間なくある。その草
原の周りを様々な木々が取り囲んでいる。つつ
じやあじさいの花が季節ごとに咲き乱れ、側に
はトトロの形に刈り込まれた背の高い檜葉が、
ちょっと怖いけど子ども達においでおいでと誘
いかけている。葉をかき分けて薄暗い中に潜り
枝を探りながら登る時、まさにトトロの森探検
のどきどきわくわく気分であるらしい。その他
には、樅、プラタナス、白木蓮、さくら、松な
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どが高くそびえ、見上げると枝と枝の間に雲が
流れる青い空が広がっている。そして独特の形
や大きさの葉が高く低く茂り、季節により色づ
き実がなり、風に吹かれては舞い落ち地面を覆
い尽くす。木の根方にはきのこが生え夢を与え
てくれる。おもしろい形や美しい色の葉を集め、
実を拾い石で砕いてみたり、きのこを集めたり、
それらを棒きれで穴を掘り埋めたり、様々な
ごっこ遊びが展開されていく。また、背の低い
梅や楓は格好の木登りの場となる。張り出た枝
を伝いながら手や足を巧みに使い登る様子はさ
すがである。低木の間を潜って歩く時、気を付
けないと張り巡らされた蜘蛛の巣の餌食になっ
てしまう。露に濡れて不思議に輝く糸の美しさ
や真ん中でじっと待機している親蜘蛛の不気味
さ、怪しく光る糸にぐるぐる巻きに捕らわれた
可哀想なとんぼの姿など子ども達の心に何か語
りかけてくる。
　幼稚園に溢れる四季折々の自然環境と親しみ
触れ合う子ども達の姿は、一人ひとりの好奇
心や探求心が刺激を受け、目を輝かせイメー
ジを膨らませて関わり、楽しさやおもしろさを
味わいながら知的欲求が満たされていく実態で
あり、感性が豊かに育まれていく姿と捉えるこ
とができる。こうした子ども達の自然と関わる
生き生きした姿を目の当たりにすると、身近に
あって当たり前の自然へのいつくしみや理解が
子どもの成長にとって、大きな意義を持つこと
を実感し、その重要さに気付かされるのである。
　より望ましい個々の成長発達の援助の一つと
して「ネイチャーゲーム」を取り入れ働きかけ
ることを試みた。
－ある取り組みから－
　本幼稚園の夏休みの企画として「ようちえ
んまるごと３days」が夏休み期間中に３日間実
施された。本幼稚園児を中心に、地域の他の幼
稚園児や何校かの小学校低学年児の参加を募
り、8：30～17：00まで共に過ごすという内容
である。昨今の少子化の影響で、日常生活に兄
弟姉妹や地域の遊び仲間との関わりが極めて少
なくなっている現状を踏まえ、異年齢の子ども
達がグループを作り、協力しながら活動に取り
組む体験を通して、兄弟や仲間との関係を味わ
い、その大切さや難しさに気付き学ぶきっかけ
作りを願い、昨年より取り組んでいる企画であ
る。今年は参加者27名で４グループができた。
１グループに小学生２～３名と幼稚園児４～５
名の構成メンバーになった。各グループには教
師が１名ずつ専任の支援者として付き、他に数
名の教師がフリーで随時対応した。その２日目
の午前中をネイチャーゲームを楽しむ内容で計
画し環境教育の一環として取り組んだ。異年齢
の仲間同士の活動を通して、身近にある環境と
は違う魅力や大切さに気付くことをねらいとし
て、大きくは子ども達の自然観の育ちを目標に
展開することになった。指導者は短大２年生の
ネイチャーゲームリーダー有資格者が務めるこ
とになった。場所は幼稚園からバスで15分程の
距離にある県立森林公園で行った。公園とはい
え、そこは子どもたちが日常家族と散歩をした
り遊ぶ管理の行き届いた公園や幼稚園庭とは趣
を異にした空間である。62ヘクタールの敷地は
およそ200種類の樹木で構成されており、庭園
風のつつじなど低木が広がる丘、楓や朴の明る
い林、ミズナラやブナなど高木が鬱蒼と続く林
など、雨の日に入るとさながら深い森に迷い込
んだような不思議な気持ちになる。暑い夏の盛
りの森林である。蝉の鳴き声がシャワーとなっ
て木漏れ日と一緒に降り注いでいるだろう。こ
の野性味あふれる自然の中でどんな気付きや感
動をしてほしいか、指導者メンバーは何度も下
見や打ち合わせを繰り返し準備を進めたつもり
であったが、実体験が極めて少ないためか、な
かなか予想通りにはいかずスムーズな流れには
ならなかった。しかし、多くの成果が得られた
活動になった。以下、その計画・準備と実践の
記録である。
2008年８月８日　9：00～11：30
○テーマ　「みつけてみよう」
　・自然への関心を高める
　・観察力を高める
　・想像力を高める
　・感覚を豊かにする
　・ 夏ならではの森の自然のおもしろさや不思
議さをみつけてみる
　・みつけた自然を仲間と共に味わってみる
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○場所
　　県立滝沢村森林公園
○ゲーム
　　音いくつ
　　宝さがし
　　ミクロハイク
　　カモフラージュ
○準備
　・ 夏の野性的な自然が苦手な子がいるかもし
れないことを踏まえておく
　・虫さされやかぶれ、怪我などに気を付ける
　・暑さ対策をしっかりとする
　・一人ひとりの発見や感動を受け止める
　・互いの気付きに共感できる言葉かけをする
　・一つ一つのゲームのおもしろさを味わう
○活動のねらいと流れ
（１）音いくつ
　・本日の活動の流れの導入とする
　・ 暗い森林の入り口から見える林の中のス
ポット的な陽だまりに安心感を持つ
　・ 木漏れ日の暑さや木々を渡る風を頬や体に
感じる
　・鳥の声やセミの鳴き声に耳を傾ける
　・森林の涼しさを感じる
　・気持ちを開放させ今日の活動に期待する
（２）宝さがし
　・自然物への関心を高める
　・ 次のゲームの場所まで移動しながら林の様
子の変化などにも気付く
　・ 夏の森林ならではの不思議さや美しさやお
もしろさなどの発見を楽しむ
　・ 持ってこれるものはバンダナに包み仲間と
見せ合い教え合う
　・ 持ってこれなかった宝について言葉で伝え
あう
　・自分以外の人の宝に関心を持つ
　　
（３）ミクロハイク
　・足もとの世界への関心を高める
　・ 草むらや木の幹を這う小さな生きものの気
持ちになる
　・ 虫めがねを通して見るミクロの世界に興味
を持ち、動きのおもしろさや不思議さを楽
しむ
　・自分以外の人の発見や気付きに共感する
（４）カモフラージュ
　・自然物と人工物に気付く
　・ 注意深く観察をしたり、気付いたことを後
でそっと伝える楽しさを味わう
　・ 自然の中に多く見られる擬態や調和などに
関心を持つ
○実践を通して
　まず場所選びについては、樹木が生い茂った
森林の静寂は最初子ども達に不安を感じさせた
ようである。特に幼稚園児達には、人気のない、
高い樹木に囲まれた森閑とした雰囲気は、楽
しさや期待よりも馴染めない戸惑いの方が大き
かったようである。
　本日の活動の導入としての「音いくつ」は、
今日一日の活動のプロローグである。昨日から
活動を共にしているグループの仲間達と、自然
溢れる森林という場所に興味を持ち、これか
ら何をするのだろうかと楽しみにする気持ちが
湧きあがってくることを願った。まず乾いた草
に腰をおろし、目をとじ耳を澄まし、風や音や
匂いに身を委ねて心地よさを味わうことをねら
いとしたが、子どもにとっては少し丈の高い草
むらに腰をおろすということはあまり経験もな
く、最初はなんとなく居心地が悪い落ち着かな
い様子で、シャワーのように降り注ぐセミの鳴
き声にもあまり関心が持てなかったようであ
る。しかし、少しずつ場や雰囲気に馴れ、周り
の様々な音に気付き関心を持って数えたり発表
して楽しむ様子が見られるようになってきた。
　次の活動は「宝さがし」である。本来は宝も
ののリストカードの項目に従って、自然の宝も
のを探す楽しさを味わう活動であるが、幼稚園
児が多いということで、リーダーが予め見つけ
ておいた木の実や虫の死骸を見せたり、側の木
の枝の葉の虫食い穴などを例として、自然の中
ではおもしろそうなもの不思議なものがいろい
ろあって、それらのすべてのものが大切な役割
を果たしていることに気付くような説明をし、
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自分なりの宝ものを探してみることにした。小
学生達はさっそく林のあちこちへと広がってい
き、幼稚園児達は不安もあってか割合近い場所
で活動を始めた。そして、何か見つかると一つ
一つ側にいる教師に見せたり感想を述べ合った
り、また近くの仲間と見せ合ったりとじっくり
活動を楽しんでいる。また、小学生達は宝もの
を探すというより森林の雰囲気や様子が興味深
く、棒きれを持って仰ぎ見ながら歩き回り草む
らを叩いたりして大きな枝を宝ものとして引き
ずってきたり、手の届かない所や意外な発見に
拘る様子が興味深かった。年齢が低いほど身近
なものに関心を向け、周りの人と見つけたこと
や感じたことに共感しあうことで、一人一人の
探究心が刺激されていると実感した。それに比
べ、小学生達はもっとおもしろいものびっくり
させられるものはないかと相手と楽しさを共有
しようとする姿は、人間関係の成長と捉える事
ができた。子ども達はそれぞれ自分なりのペー
スで自分の宝ものを見つけては発見するおもし
ろさ、伝えあう喜びを体験し、夏の森の体験を
楽しみ、段々最初の戸惑いや落ち着かない様子
もなくなり、自然と関わることができたようで
ある。
　場所を移動し「ミクロハイク」に取り組んだ。
しかし、前の活動でたっぷり遊んだこともあり
集中力は持続できず、ミクロの世界に入り込む
ことが出来なかった。草むらに腹這いになり、
地面に顔を付けて虫めがねで覗く、という行為
にはなんとなく汚いとか体験がないなど抵抗感
が大きく意欲的になれなかったようである。残
念ながらリーダーの準備・経験不足が招いた事
例となってしまった。
　最後の活動は「カモフラージュ」である。自
然の中の限定したスペースに人工物をさりげな
く点在させておいて、その人工物が何個あるか
じっくり観察して数を当てる、という内容であ
る。この活動は子ども達には人気のゲームで、
何回も行ったり来たりして数の当てっこを楽し
んでいた。しかし、注意深く気持ちを集中させ
て取り組む楽しさを味わうには、子ども達には
疲れも出て無理があったようである。自然の不
思議さや調和のおもしろさなど十分に感じても
らえず、最後の感想は「疲れた！」であった。
○振り返って
　いろいろなことを想定して計画・準備を進め
たつもりであったが、ねらい通りの流れにはな
らず、思ったような結果も得られなかった。今
回の対象年齢の子どもにとって、用意したゲー
ムは時間的にも内容的にもボリュームがあり過
ぎたようだ。日常生活の中に自然の状態に近い
環境との関わりがほとんど無い子ども達にとっ
て、森林公園での体験は唐突であったかもしれ
ない。そして、活動内容と場の選定がうまく噛
み合っていなかったこともあり、ゲームを楽し
みながら森林公園の魅力や自然の素晴らしさを
十分に伝えられないでしまった。等々反省点が
いくつか挙げられたが、成果も多くあった。森
林や草むらなど子ども達には馴染みのない、ま
た汚いとか気持ち悪いといった思いが強い場所
を使う場合、心を開いて自然を味わうには、プ
ロローグの導入としての活動が重要であるこ
と、発見や気付きを待つゆったりした時間の流
れ、そして側で一人ひとりの体験や思いに共感
する役割の大切さなど環境を通した教育につい
て考えることができた。さらに、子ども達の好
奇心や探求心を刺激する自然のエネルギーの豊
かさに感動した一日であった。
３．まとめと今後の課題
　自然の中での遊びには決められたルールはな
い。子ども自身の知恵や感性による創意工夫が
そのまま遊びになる。季節による草や花をいろ
いろに楽しんだり、葉や実を集めたり、水や風
や土の感触を味わったり、昆虫など小さな生き
ものを見つけるなど様々な楽しみ方があり無限
である。そして、決められたルールがない分、
自然体験が豊富な子どもとそうでない子どもと
では、その行動に大きな差が出ることを今回の
「ようちえんまるごと３days」での体験が物語っ
ている。
　例えば、自然体験が豊富な子どもは「宝さが
し」で好奇心旺盛に様々な宝ものを探しては、
共感を求め発見の喜びを感じていたが、そうで
ない子どもは、怖がったり、ただ草を棒きれで
なぎ倒して歩くだけで、立ち止まったり、しゃ
がみ込む姿はなかなか見られなかった。
　日常生活で子ども達が触れる自然は、近所の
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公園のような場所ではないだろうか。そこはい
つでも草刈りなどが行きわたり、樹木の枝は形
よく刈り込まれ、花は花壇にきれいに咲き揃っ
ていて、不潔感など感じさせず小綺麗で安全で
ある。また、入っていい所とそうでない所が明
確に分かるようになっていて、いいか悪いか一
目瞭然で、自分で考えたり、あるいは迷ったり
せずに行動をとることができる。その点では、
幼稚園の園庭も似たようなものである。不潔と
か危険などの対策を考えたとき、蚊やぶよが発
生する藪や水はけの悪い泥んこ状態が、子ども
達の生活の場にいつもあるとしたら、教師たち
も配慮がなかなか行き届かないし、親からも問
題視されるであろう。いいか悪いか子ども達が
自分で判断できるよう、分かりやすいことが求
められる。曖昧であることは子ども達に混乱を
招くことになってしまうし、園の管理も中途半
端になってしまう。しかし、自然環境は予測不
可能で、人の思い通りにならないことのほうが
多い。人の意図で作り上げられた世界にはこう
なったら・・・こうなるというあるパターンが
あって、体験を通して見通しを持ち行動する習
慣がついている。ところが、自然に対してはそ
うはいかず、常に自分の持っている能力を用い
てさまざまな変化に対応して行かなくてはなら
ない。ああすればいいだろうか、それともこう
すればどうだろうか、つまり試行錯誤が求めら
れるのだ。こうするためにはこうすればいいと
いう、あらかじめ用意された正解に向かってな
るべく早く楽に到達することとは違って、気付
きが行動を変え、自然の魅力や刺激が気付きや
行動を後押しして、迷路に入り込み、より深い
試行錯誤を行っていくのである。子どもが育つ
環境はとても大きな意味を持ち、そこでの体験
は成長を左右する。しかし、幼児期の体験にお
いて、特に自然に対する感性を育む機会は極め
て少なく、日常生活の中で自然と触れ合うこと
は難しい状況にある。子ども達が自然の仕組み
や命に触れ、自分と自然や周りの人々とのつな
がりに気付き、環境観、自然観、生命観を育ん
でいく、直接的自然体験の機会となる環境教育
の必要性と重要性は増している。
　森林公園における環境教育の一環としてのネ
イチャーゲームへのとりくみは、まず、できる
だけ継続的に実施されることが望ましい。一時
的な自然体験は、新たな発見や驚きや感動をも
たらすが、環境観、自然観、生命観が豊かに形
成されるためには、継続的に行われる体制が必
要である。また、附属幼稚園の場合、子どもの
遊びと自然へのまなざしの育ちが保障される園
庭環境の確保と整備はどうあればいいのだろう
か。未知数の自然に触れ、様々な自然体験を通
して「生きる力」の基礎となる心の育ちの援助
ができる環境教育の内容と方法が問われている
と考える。
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